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昭 和 51年 秋 季 例 会

講 演 ア プ ス ト ラ ク ト

函  数   論

時 ……・ 10 月  4 日  0 5 日

所 ……。 東 京 工 業 大 学 理 学 部

4日   8.30～ 12.00  普 通講演  1～ 14

13.00～ 16.50  普 通講演 15～ 29

17.00～ 18.00  特 別講演

5日   8.30～ 12.00  普 通講演 30～ 42

13.00～ 13.50  普 通講演 43～ 47

14。00 - 15.00    牛キ月J蔵諄滋彗





1。 西本勝之 (日大工)On integral lπ θCOSθCOs

(Sinθ―νθ)Jθ(ν<0, fractiOnal)

先に著者の fractional direrintegrationにつぃての

定義より得られる regular functiOnの性質についそ報

告したが,特 にν<0(ッキーπ,π=0,1,2,…)の とき

田率(⇒方
平ρ9。,4 0αζ=ノし0,ちOJζ

(ζ―Z=γθjα)  (lζ-21=ρ)

ただし g (ν) = 2π′θ′
πν
ノ(「(ν+ 1 ) F (―ν) ) ,

7(ソ)=2π′θ
―Jrツ/(「(ν+1)Γ(―ν))であって

α=π, 一SgnCOr平 )fOr C=C

α=0, 十 Sgn(fOr平 )fOr C=C

かつ ψ(2,ν,ζ)=(ζ―Z)―('+1)ノ(ζ)。 (1)において ρ=1,

f(ζ)=ノ(Ztt η)=θZ+ηとおくと

佗)Iπ θCOSθCos ( s i n  θ―νθ)αθ=sin ( _πν)。γ(―ν,1)

(ν<0, νキ0。 integer)

を得る。ただし γは incOmplete gamma function。こ

れより

{ 3 ) Iπ θC O SθC O S● i n  θ+ ( 2π + 1 ) / 2θ ) Jθ

く→7(2け上→御ユフト→を得る

2古菖種」飛喬艦冥糧ドしeu山n,Kunug頑の定
理について
Dを Z平 面上の領域にして有限連結とする。 Rlを D

の境界の成分とし,ZO∈Rl,20キRlと する。{D")を領

域の基本列とし,{D"}の定める境界要素は20を含むも
の と す る 。 ∩ ノ0")を PD O",∴ ZO)と す る 。 D"の 境 界

点で Rlに含まれるもの全部の集合を鳥 とする。ξ∈Γ"

に 対 し て
Yら

.6ら ノ'ξ)を Pr,仏 ZO)と し ,9Pr.α  ZO)

=ORI帆 ″0)とする。このとき次の定理が成立する。

に)PD(D",ノ,20)の境界 ⊂ORl σ,20)の境界, Lり PD

(D",∴ZO)-021σ,20)に合まれる除外値は高々2個。次

に
出 。 ,σ

,ξ)+∪ ら"CSt・,ノ,20)をPr"*σ〆0)と書き,

∩Pr.*σ,20)=ORl*帆ZO)とする。このとき次の定理が

成立する。佗)PDO",ノ ,20)の境界 ⊂ORl*σ,zO)の境

界,りつ乃 (D",几ZO)一02.*幌20)に含まれる除外値は

高々2個,(鋤 C,C20)の 境界 ⊂ぬ1幌20)の境界,

3句CD σ,20)一の1仏20)の一つの成分に含まれる除外

値は高々2個 である。

3. 古関健― (岡山大理)Bagemihlの 定理について
Dを 半平面 飢Z>0に 含まれる領域とし,実 軸上の線

分 rは Dの 境界に含まれるとする。″=ノ(Z)は Dに 於

いて正則とし,″ をr上の測度 0の集合とし,ξ∈I―″

なる各々の ξに対して Иξなる D+rに 含まれる単一

弧が対応して居 り,次 の条件が成立するものとする。

に)Czξ tt ξ)は 実軸 駅″=0上 の有界集合である。

鰤)A∞ ∩(r_″)=φ (空集合)が 成立する。但し■∞は
∞ を漸近値とする点全体の集合とし,4∞ は 4∞の閉包

である。このときノ(2)は I一(″+可 算集合)の 各点に

於いて正則である。これは Bagemihlの 定理であるが,

可算集合として空集合をとることが出来ることを話す。

4. 長田彰夫 (岐阜薬大)Annular functiOnsの

α‐points

D:IZI<1内 の正則関数ノが, C:IZI=1に 拡がる D

内の単純閉曲線列 fJ"}σ":IZI=″",γ"↑1)の 上で,

minlノ(Z)|→+∞ なるとき,annular●trongly annula⇒

と云われる。αを複素数:″ 幌 α)を ノのα―点の集積

点の全体とする。ノが annularならば,点 集合 Sの =

僣 :Z/帆α)≠Clが 高々可算なることは,Koebe‐Gross

の定理に依 り明白である。S(Dの 濃度を 1猟DIで 表わ

す とき, 濃度 N(0≦Ⅳ≦χO)を与えて ISの |=Ⅳ なる

annularな ノが存在するか否かという問題を考える。よ

く知られたノは全て,N=0で ぁり,Ⅳ =1な る′は最

近つくられた。ここでは Ⅳ=2に ついて述べる。  1

5.森  正 気 (東ゴヒ大理)C"か らPⅣCへ の有理型

写像に対する Edrei‐Fuchsの 定理について

ノ(2)を Cで の有理型函数でその Orderを ス,10Wer

Orderを μ とするとき, Edrei‐Fuchsは もし,相 異な

る二点 ὰ∈CU{∞}(,=1,2)に 対して δ(αづ,つ>0(′=

1,2)な らば μ>0で あり特に δ(α,つ=1(′=1,2)な ら

ば ス=μ かつそれらは正整数または無限大であることを

述べている。この講演では C"か らPⅣC(″,堰 1)への

有理型写像に対しても同様の結果が成立つことを報告す

る。i.e.7を C"か らPⅣCへ の有理型写像でその Order

を ス,10Wer orderを μとするとき, も し Ⅳ+1個 の
一般の位置にある PⅣCの 超平面 IJ・(ノ=0,…,Ⅳ)に対

して δ(島,D>0(ノ =0,…,Ⅳ)な らば μ>0で あり特に

δ(IJ・,つ=1(ノ=0,…,N)な らば ス=μ かつそれらは正

整数または∞ である
".

6。 新濃清志 (横浜国大工)正 則曲線の Spread re・

1 0月 4日

「
″

16

lf現
- 1 -



lationと角領域における値分布について

π:C→P,Cを Orderス,lower order μの正貝J曲線と

する。{γ"}を πの order μの P61ya peaksの数列,

И(″)(>0)を ∠(γ)=θ(r(γ))(γ→∞)をみたす函数とす

る。<π(2),α>幸 0を みたすα∈P"Cに 対して,EИ(グ,α)

={θ;|<π(ググθ),α>|<θ
~И(の}とおき,σИ(α)=lim inf

meaS島(γ",α),σ(α)=inf σИO)と 定義する。 このと
И

き, 定 理.0<μ <+∞ ならば, σ(α)≧min{2π,4μ
-1

Sin~ わヽ(α)′2}が 得られる。 これは A.Baemstein Ⅱ

によって証明された有理型函数の Spread relationの拡

張である。この結果を用いて,角 領域における値分布に

ついての Ho Mutδの定理の拡張を与える。

7。 都 築正信 (埼玉大教養)位 数有限な整関数の値分

布

ノ(2)を位数有限な整関数とし,任 意に複素数列 {″"},

|″"|→∞0→ ∞)を考える。ノ(2)=″"←=1,2,3,…)の

すべての根がいかなる領域に制限されるとき,メ(2)は多

項式に退化するかという問題がある。これについてま

ず,位 数が1よ り小さい場合が論じられ,最 近解決され

た (小林―木村―都築)こ こでは1以上の有限位数の場

合について,あ る結果を報告する;ノ(Z)は位数が g+1

0≧ 1,整 数)よ り小さい整関数とする。複素数列{″"},

|″“|→∞0→ ∞)が あって,ノ(2)=″"⑫=1,2,3,…)の

すべての根が次の閉領域に含まれているならば,ノ(2)は
一次式である。9=1の 場合,{Z;0≦π―arg Z≦πノ4-ωl}

かつ {40<02≦ arg z≦πノ4},た だしωl,ω2は任意に

小さい正数。α≧2の 場合,{40≦ π―arg z≦πノ2(1+1)}

かつ {Z;0<ω≦arg z≦π/2c(α+1)},ただしωは任意に

小さい正数である。

8. 小 沢 満 (東工大理)A characterization of

the exponential function and the cosine function

by factorization.

よく知られている θ“=""。θg, cOS πθ=島 o(coS θ),

Pr:"次 の多項式,が exp。および cOSだ けに限るかと

いう問題に肯定的な解決が得られたことを報告する。定

理.F(2)は整函数,鳥 は "次 の多項式として F(2)=

鳥σ"(2))がπ=2'(′=1,2,…),π=3に 対して成り立

つならば,F(2)=AOI(3)+3 0r F(2)=ACOS ν 〃(Zラ+B.

ここで ■,Bは 定数,I(Z)は 整函数 (多項式を含む).

証明は困難である。イ顧万 が出るところに本質がある。

関連する問題についても説明する。

9. 小林 忠 (東工大理)オ旨数画数の特性について

指数函数 ′′は任意の ″に対して θ′=″ をみたす Z

がすべて一直線に分布するという性質をもっている。逆

に任意の ″に対して ノ(2)=″の根がすべてある一直線

上にのみ分布している整函数 ノ(Z)は指数函数となるこ

とが知られている。 ここでは
“
任意の ″に対して

"と

いう条件がある程度弱められることを示す。定理.F(2)

は整函数。 相異なる四つの有限値 ″j, 相異なる四直線

島 がとれて ノ(Z)=″Jの根はすべて L′上にのみ分布し

ているならば,ノ(2)=P(θル),Pは 高々二次の多項式と

なる。

10・占部博信 (京都教育大)On the unique facto‐

rization of certain entire functions.

超越整函数の合成函数としての分解において,函 数 Z

十θ′が primeで あることは,基 本的である。というの

は,今 までに得られている諸結果はある意味ですべて,

Z tt θ′という函数をどのように把え,従 って,そ の pri‐

meneSSを どう証明するかに強く依存している。本講演

では, 合成函数 (Z tt θ2)。(Z+″)力 u`niquely factori‐

zableであることの証明ができたことを報告する。もっ

と一般に次のようなことがわかる。定理 1.(Z+α(θ2)。

(Ztt P(〆))は uniquely factorizableである。但し,

α(Z)は非定数整函数で位数 ρ(α(〆))<∞ を満し,P(2)

は非定数多項式である。定理 2.(z〆)。(2+α(θZ》は

uniquely factorizableである。但し,α (2)は非定数整

函数で位数 ρO(θ2))<3′2で ある。 定理 3.(z・′〆)。

(Z+′2)は uniquely factorizableである。 また,S.

Koont氏 の結果についてもふれるつもりである。

11. 村井隆文 (名大理)On the diStribution of

values of lacunary power series.

(1)ノ(2)=αO+ュ 1桑′
ル'メ21+′は単位円 D内 で収束す

る巾級数で Hadamard gaps.佗 )λヵ+1′λル≧α>10≧ 1)

をもつとする。次のことが,POmmerenke,Ch。 ,Fucks,

W.HoJ。,Schmeizer,G.ら によって示された。(3)lim

Suplαヵ,J>0な ら,ノ は '内 ですべての値を無限回取

る。 我々は, ノ の販る値の量的評価を行なう。 定理.

lim suplαル,′|>0な ら,す べてのα∈Cに 対して,δ(α,つ

=0。 系。lim suplαル,′|>0な ら,す べての α∈Cに 対し

て(1≧)lim sup 2N(グ,α,ノ)′log渥11桑」αル,′12γ
2●ル+′)

>0.

12.小 林昇治 (東工大理)On名 ,Classincation Of

plane domains.

正の実数 夕に対して, 0′を Hardy tt Jfp(ρ)が 非

定数函数を含まないような平面領域ρの族とする。また

Op~=∪ 。くcく,οCと する。次の結果を報告する。定理.

1≦夕のとき,0′
~祭Op。系.1≦ p,9<夕 のとき, 0`寧

Op。これは下記の Hejhal(1974)の結果,お よび昭和 50
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年春の学会で報告した結果を共に合む。定理。(Hejhal)。
πを2以上の自然数とするとき,0~″/2⊆ο"/2・定理。(小
林)。%が 2以上の自然数とするとき,沙>イ2な らば,
ο"/2⊆θ́・

13.酒 井 良 (広大理)解 析的汎関数 fl→f(0)の

表現測度について

解析的汎関数 ノ→ノ(0)の表現測度 μ,す なわち任意

あ整関数 ノに対してノ(0)=iぜaμとなる測度 μは

CauChyの積分公式から分るように非常にたくさんある。

しかし,い くつかの条件のもとではμの Supportは一

様有界である。定理.メ|→ノ(0)の表現測度μが ″μ(2)=

(1/π)ν(2)απごν,Z=π +′υと表わせて,νはC上 非負

な下半連続関数とする。このとき,i)あ るθ>0が あっ

て,{Z10<ν(2)<θ}=ψ, ii)D={ZIソ(2)≧θ}と おく

と D°は連結,面 )Dは 有界で,Area(aD)=oな らば,

μと θによらない定数 ″ があって, D⊂{ Z I I Z I

<〃ノν7}.系 .κ(2,ξ)を ある平面領域の exactな

Bergman核関数とし,g(Z)=σ(2,ξ)=″χ(Z,ξ)ごZと
おく。このとき,Sup lσ(z)|≦ZVD(g)′π。したがって同

様の不等式が ″(Z,ξ)=πσ(Z;ξ)に 対しても成り立つ。

定理の定数 ″ の最小値を 解 とおくと 1≦ 解<1016で

あることが分る。三つの理由から定理の条件 五i)は取り

除くことができ,π =1で あると予想される。

14.長 坂行雄 (北大理)Grossの 性質をもつ函数に

ついて

単位円 {IZI<1}で 定義された有理型函数ノを考えそ

の逆函数のつくる Riemann面 を 0と する。90∈0を

正則点としその ″―平面への射影は,″0=ノ(20),|″01<1

とする。90か ら出る 0上 の線分 ′θ(0≦θ<2π)を 正則

点のみからな り″―平面への射影が {″;|〃|<1,arg

(″―″0)=θ}に 含まれる最長のものと定義する。もし′θ

の射影の終点が {|″|<1}に 含まれ る θの角沢1度がす
べての 10に ついて零のとき ノは {|″|<1}で GrOss

の性質をもつということにする。定理.ノが{IZI<1)で

有理型で,{IZ卜 1}上 の容量零の閉集合を除いたすべ

ての点 グθについて angular cluster set cσ;θjθ)が

C′σ;〆θ)⊂{lωl≧1}を みたす とき,ノ は {|″|<1}

で,Grossの 性質をもつ。とくに ノが有界正則ならば,

angular cluster set のかわリヤこ radial cluster set に

おきかえられる。

15。 倉 持善治郎 (北大理)  平 面領域の minimal

bOulLdary pOint について

平面領域 Dに Martinの位相が与えられているとき

minimal boundaryと普通の意味の境界点との関係は余

り分っていなぃ。ここでは ,∈aDの とき,を 頂点とす

るある角領域 Sが あり S∈Dの とき夕上には少くも一

つの Iminimal pointが ぁりSに完全に含まれる他の

角領域 S′の中で 夕に収束すると前と同じ minimal

pOintに収束する。この条件は擬等角写像を利用するこ

とにより緩い条件に代えることができる。κ―martin位

相については非常に粗な条件を求めことができる。前の

証明法を用いることによリリーマン面同志の擬等角写像

があれば Imartin位 相は境界迄連続に拡張することが

できる。

16.宮 原 靖 (東京理大理) 函 数空間による Rie‐

mann面 の等角同値条件

プ を COmpact bordered Riemann surfacesの集合

とする。S∈プ の内部を Sと するとき,Sに おいて,
analyticで,S上 で連続なすべての函数の集合 4(のは,

supremum norrnに よりBanach空 間となる。S,S′∈ノ

に対し,4(の から4(S′)の上へのすべての連続で inver_

tibleな線型写像の集合を L(■0,46′ ))とする。r∈

L“ (0,4(S′))に対し,θ(r)=l rli r-11とぉくとき,

つねに ε(r)≧1. 定 理 1.Sと S′が同位相で,inf

{θ(r)lr∈Lu(o,■ 6′))}=1ならば, Sと S′は等角
同値である。定理 2.Sと S′は同位相で,rを 4⑥

から 4(S′)の上への線型写像とする。もし,rl=1で ,
rが isometricならば,Sか らS′の上への等角写像 9

が存在して, 写 =ノ。9-l for all′∈4(0。 定理 1は,

Rochbergに より証明されているが,そ の証明は間接的

なものであるので,より直接的かつ簡明な証明を試みた。

17. 加藤崇雄 (東工大理)半 周期におけるtheta函

数の零点の位数について

Sを genus g(≧2)の閉 Riemann面 ,rを Sの 自己

等角写像とする.〈r〉を rで 生成される巡回群として

その位数 Ⅳ は素数とする。S上 に標準ホモロジー基を

とり,そ れによって決まるJacobi多様体をスD,theta

函数を θ(2)とする。一―このとき,つ ぎのことが成り立

つ :もし rが その不動点においてある条件 (これは講

演で述べる)を みたせば,θ(2)は J(めの 4J個 の半周

期において少なくとも位数が [(g-1)ノⅣヨ+1-Jの 零点
をもつ。ここで [ ]は ガゥス言己号, Jは S/く写〉の

genus。一―このことからⅣ=2の場合についてのAcc01a

の結果が出る。証明はAccOlaのそれよりもはるかに容
易である。

18。 加 藤崇雄 (東工大理)超 楕円型 Riemann面 の

不分岐被覆について

genus σ(≧2)の超楕円型 Riemann面 の π枚の不分

岐被覆は π=2と %=4の ときに限って超楕円型になり
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うる (MaclaChlan)。一般に %枚 の不分岐被覆の作り方

は (%2g二1)′(π-1)通 りあるが,そ のうち超楕円型にな

るのは π=2の ときは (g+1)(2σ+1)通 り,π=4の と

きは 2go+1)(2σ+1)ノ3通 りであることを示す。証明は

超楕円型 Riemann面 を代数方程式 υ2=P(π)で表わし

たとき自己等角写像は π―平面の一次変換を誘起するこ

とと,Weierstrass点の集合は自己等角写像で不変であ

ることを使うて初等的にできる。

19.栗 林障和 (中央大理工)・守谷良二 (立正大)・吉

田克明 On a family of non‐hyperelliptic Riemann

surfaces of genus 3.

この講演の目的は genuS 3の non‐hyperellipticな

リーマン面を Riemann球 面上の COVering surfacesと

みることにより分類し,そ のすべての方程式を決定する

ことである。つぎにその方程式を用いて Riemann面 の

第一種微分の一つの基底を与える :Riemann面 の方程

式は 4γ3_γl(π)υ―γ2(π)=0で 与えられ る。 ここに

γl(π)は 3次以下のある多項式,γ2(π)は 5次 または4次

のある多項式である。その第 1種微分の一つの基底とし

て ωl=(ω一α)九「1ごπ,ω2=(π~α)リッ
~lαω,ω3=(π~β)

ノタ
ーlαπをうる。 こ こに,ん ≡12υ2_γl(κ)で, αは Rie‐

mann面 をきめるときまる多項式の根で,β はその π=

αに対する υの値である。つぎに,こ の第 1種微分の

具体的な表示を用いて,Weierstrass pointsを詳細に調

べることができる。例えば 4υ3=π(π_1)(π―′1)(%―′2)

という分岐点が3枚 でくっついている時,Weierstrass

pointSの数 Ⅳ はパラメータ ′1,′2の 値に関係し,17,

20,23し かない等.Hurwitzの 挙げた例の解釈もする。

20.谷 口雅彦 (京大理)閉 Riemann面 上の2次微

分と自己等角写像

Rを COmpact Riemann面 で種数 g≧2と し,ノ を

Rの 自己等角写像とする。ノがある位相的な条件を満た

す時,ノ の位数 θの の評価及び特にノが恒等写像に限

られるための位相的条件については既に種々の結果が知

られているが, ここでは R上 の閉じた trajectoriesを

持つ2次微分に関するStrebelの結果を用いて,次 のよ

うな free homotopyに関する条件を満たすノに対する

結果をえたことを報告する。 定理.{γj}:=1をR上 の

free homotopyに関し独立な単純閉曲線の族(いわゆる

admissible curve system)とし,任 意のγ′に対しノ(γj)

が γJに freely homotopicでぁるとすれば一般には

θ(D≦4(σ-1)ル,特にgが奇数ならば θσ)≦3o-1)ル

である。更に力≧σならばこのようなノは恒等写像に限

られる。なお力=g-1の 場合には上述の条件を満たしか

っθo=3と なる例がある。また任意のγ′に対しノ(γj)

が ―γjに freely homotopicの ときは 力≧σならば R

は超楕円的で ノカ`その involutionでなければならない

こともわかる。

21.水 本久夫 (岡山大工)複 合多面体の型問題

K=く`κ *〉を開いた2次元多様体の複合多角形分割

とする。特異点 9∈K(a∈κ*)を もつ Kの (離散)グ リ

ーン函数が存在するとき,κ (κ*resp。)は 双曲型である

といい,存 在しないときは放物型であるという。まず,

つぎの結果 (i),(li)を示す。(i)κが4角形状多面体な

らば (そのとき,κ *は 一般には4角形状多面体ではな

い),κ と K*は 同時に双曲型または同時に放物型であ

る。したがって,こ の場合には,複 合多面体 K自 身を

双曲型, 放物型に分類できる,(ii)Kが 任意な複合多

面体であって,Klを Kの 細分とするとき,κまたはκ*

が放物型であれば,Klは 放物型である。 つぎに, 複合

多面体 K=〈`κ *〉が双曲型であるか放物型であるかの

判定条件とそれによって分類しうる具体例について述べ

る。なお,云 葉の定義については,拙 著 「多様体上の差

分法」教育出版刊を参照.参 考文献として,C.Blanc:

Les reseaux Riemanniens. Colnlno Math. Helvo t。 13

(1940),54-67.

22.水 本久夫 (岡山大工)リ ーマン面の型問題への

差分法の応用

開いたリーマン面は,そ の上にグリーン函数が存在す

るかしないかによって,双 曲型,放 物型に分類される。

開いた2次元多様体の任意な複合多角形分割を K=〈 `

κ*〉とし,Kl=く る,4*〉 を Kの 細分とする。そのと

き,4は 必然的に4角形状多面体である。4に 正規座

標を導入することにより,正 規 4角形分割 fflに基くリ

ーマン面 7が 定義できる。そのとき,つ ぎの結果がえ

られる.定 理.κ または κ*が 放物型ならば, リーマ

ン面 7は 放物型である。この定理を利用して, リーマ

ン面 7が 放物型であるための判定条件,お よび具体例

がえられる。定理の証明は,K″+1を K"← =1,2,…)の

正規細分とし,σ″を ん に台をもつ K"の 理想境界の

離散調和測度の差分,ω を 7の 理想境界の調和測度の

微分とするとき,lσ"‖K"＼lω17 0→ ∞)が 成り立つこ

とに基く。

23. 瀬川重男 (大同工大)BOllnded analytic fu‐

nctions on 80me Riemann surfaces.

Rを 双曲型 リーマン面,■BC)を R上 の有界正則函

数環,gR(p,1)を Rの Green函数, RC)=RC,α )=

{♪∈R;σR(夕,c)>α}(0<α<∞ ), βR(α)=βR(α,9)を

R(α)の 一次元 Betti数とする。 Ho Widom(Ann.of

Math。 94 (1971)) と  C・ Mo Stanton (PaciflC J. Of
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Math.59(1975))の 結果に関連して,次 の定理が成り

立つことを幸風告する.定 理.Rを
I∞

β7(α)ごα を満た

す双曲型 リーマン面 7の 非有界かつ有限葉の被覆面と

する。そのとき, 4β (R)が Rの 2点 を分離するための

必要十分条件は,ス
∞
βR(α)ごα<∞ が成り立つことであ

る。 これは, Ho Lo Selberg(COmmo Math.Helv.9

(1937))おょび Yo Yamamura(Sco Reo To K.Do Sect。

A,Vol。 10,No。 248)の 結果の一般化になっている。

24。 今井英夫 (大同工大)・多田俊政 (大同工大)

Tests for Picard Principle.

P=P(lπl)をR"(π≧2)内の領域 B={0<|"|<1}で

定義された非負,Hёlder連続な密度, 条件 θ′(“)||=卜1

=1(ノ=0,1)か つ 1≧ θ′(■)>0 を みたす ∠ι′(π)=

{P(“)+′(ノ+解-2)lπl~2}θ′(π)の Bに おける解 θ′(π)

に対し,α( D = l i m l .→O  θl (π)′θO (κ)が 定 義 出来 る。

α(P)=0な ることと,PiCard原 理が原点で成立するこ

とが同等であることは知られている。又 -9′(′)+9(′)2

+(解 -2)9(′)=θ
~2′P(θ―′)の [0,∞)に おける一意的な

非負解の存在がわかり,こ の解 αP(ι)を θ~2′P(θ―′)の

Riccati成分という。 このとき,次 の結果が成立する '

α(0=0な る必要十分条件は
ス

∞
ご′ノ(αP(′)+1)=∞ .叉

この事実 より,″ =2に おける中井,川 村―中井 (J。

Matho Soco Japan,27(1975),28(1976))の 結果に基

づぃて,Picard原 理の成否について実用的な判定条件の

得られることを報告する。

25。 中井三留 (名工大)Ⅱ adamard予 想について

薄板 Dの 縁をぐるっと万力で支えて, 板 のどこか一

点で板に垂直に力を加えると,板 は一様に力の方向に変

形するであろうと言うのが Hadamardの 予想であり,

Dが 円板なら確しかにそうである (Hadamard)が , D

が,無 限長の帯(Duttn),あ る種の非凸領域 (Loewner,

Szeg6),十 分につぶれた楕円 (Garabedian),の 夫々で

予想が否定的なことが知られている。これらの一般化と

して次の結果を報告したい :定理.{D"}を 無限長の帯

Dの 任意の近似とする時,あ る番号 Ⅳ 力`定まって,す

べての D"(%≧Ⅳ)に ついて Hadamard予 想は否定的で

ある。従って十分細長い矩形を否定例の一つに加えるこ

とが出来る。〃(D")∩ L2(D")に 直交し,ζ∈D"に 対数

特異点をもつ D"―ζ上の調和函数を 島 (Z,ζ),Dの そ

れを 〃(2,ζ)とする時,D― D"で ="(・,ζ)=0と して,

露光(∬にζ)一島(ちζ)ソあαυ=0となることから上
記定理が従う。

26。今吉洋一 (東北大理)Riemann面 の h010mor‐

phic familiesと TeiChmiller spaces.

Sを 2次元複素多様体とし,ま た複素 ι―平面におい

て D=(|′|<1),D*=(0<lι l<1)と する。正則写像

π:S→Dは , V′∈D*|こ力十し flbre s′=π-1(′
)が nOn_

singular, irreducible, compact, 1‐diln. analytic sub.

set of Sかっ genus g(≧2)な るものとする。Gは 適当

な種数gの コンパクトなリーマン面の普遍被覆から定ま

る,上 半平面に作用する Fuchs群 とする。そして Bers

に従って正則 2次微分から作られる Teichmaller space

r(G)を考える。S′に対応する T(G)の元を 9′,9′から

定まる quasi‐Fuchs群 を G′とする。MOd(G)を r(G)

の modular変 換からなる群 とすれば,h01omorphic

family(S,π,D)に対し MOd(G)の 元 ″ が定まり,次 の

ことが言える。定理 1.解 が inite orderならば,′→0

のとき,9r→ψO∈r(G)で ぁる。定理 2.″ が ininite

Orderな らば,半 径に沿って ′→0の とき,9→ 90∈

ar(G)でぁって,90に 対応する Klein tt GOはregular

b‐groupで ある。

27.山 本博夫 (東Jヒ大理) 無 限次元 Teichm■1ler

空間の境界群

定理。〔仮定〕 Γ:上半平面びを不変にする有限生成

第二種Fuchs群。ン=び―{γの flXed points:γ∈Γ}。

{ὰ}鷹1:S′=′ ノr上 の hOmotopically independent

な 100psの集合。Sを {α,}絶1に 関してSqueezing

deforrnationを行い,「 中心の Teichmuller空間 T(r)

での軌跡を {9:0≦ ′≦1)と する。

〔結論〕 {9:0≦ ′≦1}か ら適当な列 {9椰}稚1をと

ることにより9,→90∈ar(r)と できる。更に ,0は 次

の性質をもつ Klein tt Gを表わす。 (i)ρ (G)/Gは

,(r)/Γ_{α′}絶1と 同相,(li)Gは geometrically

inite.系。有限生成第二種 Fuchs群 中′心の Teichmul‐

ler空間の境界に Cuspが存在する。

28.仲 田正窮 (山形大教養)Quasi‐COnformal sta・

bility Of initely generated function groups.

Gを Mttius変 換全体とする。この時 Gと “ (2,C)ノ

±fと を同一視して Gを Lie groupと考える、Γ(⊂G)

を有限生成 Kleinian groupとする。 rか ら Gへ の

parabolic homomorphism全体を HOmp(「 ,G)とかく。

又 Γ から Gへ の quasi‐conforlnal deformation全体

を HOm``(「,G)とかく。今 Γが Nコ の元 {γl,・・・,γⅣ}

で生成されていたとするとθ∈HOmp(「 ,G)とθ(γl),…,

θ(γⅣ))∈GⅣ とを同一視する事により Hom′(「,G)は

GⅣ の Subsetと見る事が出来る。それを Xp(Γ;γl,・・・,

γⅣ)と書く。為。(「;γl,,・・,γⅣ)も同様に考える。この時

定義.「 が quasi‐confOrmally stablёとは,Fの 生成
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元 {γl,…,γⅣ}及 び (γl,…,γⅣ)∈GⅣ の近傍 び(γl,…,

γⅣ)⊂GⅣ が存在して 為 (Γ;γl,…,γⅣ)∩υ(γl,…,γⅣ)
=為 c(「;γl,・・・,γr)∩ び(γl,…,γⅣ)と なる事を言う。

この時次の事を示す.定 理.nOn_elementaryな有限生

成函数群 「 に対して次の3つは同値である。(1)Fは

CuaSi‐COnforlnally stable。(2)「 は elementary か

quasi‐Fuchsianな basic groupsに分解 され る。(3)

Лr(「,I)=β *(■(ρ(Γ),Γ))である。

29. 佐々木武彦 (山形大教育)有 限生成クライン群

の residual limit setと生成元について

Gを クライン群とし ρ(G),И(G)をそれぞれ Cの 不

連続領域,limit setとする。И(G)の点 Pが '(G)の

いかなる成分の境界にも属さないとき Pは residual

limit point(Pc′0(G))でぁるといわれる。Abiko“は

1970年に residual limit setん(G)が空でない Gの 存

在を示し,1973年 に ′0(G)の性質を調べて次の定理を

得ている。定理.有 限生成クライン群 Gに ついて′0(G)
=φ である為の必要十分条件はGが 関数群であるか,ま

たは二つの成分をもつことである。ここではこの定理が

次の形で証明されることを報告する。定理.Gを 有限生

成クライン群とし (γl,γ2,…,γ")を 一つの生成元の集合

とする。このときGが 関数群でも二つの成分をもつもの

でもない為の必要十分条件は各生元の不動点が ИO(G)上

にあるような生成元の集合 (δl,δ2,…,δ")が 存在するこ

とである。但 し,ρ (G)の任意の成分 ′に関する成分部

分群 G′が quasi‐Fuchs群 である場合を除いて %=π.

特 別  講  演

柴 雅 和 (京大理)開 Riemann面 上の Abel積 分

1. Rを 種数 σ(≦∞)の開 Riemann面 ,∂Rを 6td‐

10W)理 想境界とする。以下 1つの標準近似列と,そ れ

に関する標準 hO■01ogy基底 (mOd aR)とを固定する。

R上 の二乗可積分な複素微分の全体 И は,通 常の内積

の実部を新らしい内積 く,〉 として,実 Hilbert空間に

なる。Иヵ={λ∈到スは R上 調和},Иヵs′={λ∈ん lλは

半完全}, И′0(1)={ス∈ИIスは Cl級 で 3λ"=α/",ん ∈

c02(R),λ"→λ}と おく。Rの 末端の全体を′(R)とかく。

領域 D(⊂R)で 正則な微分の全体を /(D),ノ (OR)=

{′19∈″(の fOr SOme 1/∈′(R)}とおく。

ИO(⊂Иヵs″)は (1)ИO=′ИO・*,(五)JLβ
ノ
0∈島,

V10∈ИO,1≦ノ≦σをみたす時,挙 動空間とよぶ。ここに

y={ι ′}舞1は C内 の原点を通る直線の族.プ ,多
′

に対応する2つ の挙動空間 ИO,ИO′は,条 件 (1°)〈20′,

jλO*〉=0,V(10,20′)∈ИO×ИO′(2°)ι′oLノ
′=Rl≦ ′≦g

をみたす時互いに dualで ぁるという, 但 し L′。L′′=

{ζ ttζ′ζ′
′
lζノ∈ι′,ζ/∈L′′},1≦ ノ≦g。

2。 9∈ ′(aR)は適当な び∈′(R),スθ∈∠0,ス′θ∈И′00)

に対して 9=20+ん 00nび となるときる一挙動をもつと

いい,ИO―挙動をもつ ψ∈/(aR)の 全体を ′И。で示す。

02の任意の (正則)分割Pに対し,`〆 =し∈C)

/3θ①lヨ1/C′8),∴れ9∈ι′・Иん島⊂のとおく。
商空間 `〆//ノ。の部分空間を (Dノ0-因子′各同値類

をC)ИO―特異性とよぶ:ψ∈/① が (0/0-因子 7の

倍元であるとは,あ る 1/TC′① 上でψ=ス十らス∈/И。,
σ∈7とかける時をいい,7の 倍元の全体をの(Dで 示

す (σの代表元もσとかいた)。Pに よって生じるpart

β(⊂∂R)に のみ台をもつ(OИO―特異性からなる(実)″次

元の (OИO―因子を 7(鳥ИO;β,%)と かく,″≦∞.

3. 特 に ∂Rの 標準分割 0と ,分 割 P:∂R′P={α,

β,γ}狙 Pα を考える。互いに dualな ИO,ИO′と因子

7P=7(鳥 ИO;β,解), 70=7(0,∠ 0′;γ,%)を とる。 対

(″,τ)∈の(7o)×7Pに 対し,β における一般化された

留数 Resβル を,線 積分の極限 として定義する。〔対

(ごS,ω)∈7o×'(7P)に 対 しては ResrSωが定義され

る〕.更 に周期の正規化された ″∈'(7o)と ,任 意の

ω∈'(7P)と の間には,一 般化された Riemannの 関係

式がなりたつ :

-2π ResaRわ=ImΣl(∴J鶴んβ―兎1∫∫A′ω)°
以下簡単のため,解,%,g<∞ とする。記号的に ′=

(7P,70),lν=(ち ,7P)とかき,ind′=%―物 とおく。

ノ(1/′)={ノ|″∈/′(R)∩の(70),Resβル =0,Vτ∈

7P},0(∠)={ωlω∈の(7P),ResrSω=0,Ws∈ 7。}と

おくとき,

dim/(1/∠)一dim 2(′)=ind′-2σ+2

これが一般の Riemann面上の, これまでの結果 (〔2〕)

を含む Riemann‐Rochの定理であり(〔3〕),〔2〕と同様,

等角写像への応用がある(〔7〕)。

4. rを tOrus,πO,πlをその周期母数, 〃={″πO十
%πl l解,π∈Z } , P : C→ C′〃 笙 rを 射影 とす る。 」 に対

応する挙動空間 ИOと それにdualな ИO′をとる(〔5〕).

OИ O―特異性 σは,J〉 ≡0(mo d  π)W: d i v i d i n g  c y c L

時,admissibleとょぶ。/∠。∩ ′(∂R)の元を簡単に第
一種 ∠0-Abel微分とよぶ。ご0五′

′
,ごOβ′

′
を第一種 ИO′―
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Abel微分の標準基底とする。「riR→ rが 解析的で,
ごΦ

~10ノ
)が admiSSibleなσを特異性としてもてば,

ある第一種 ИO―Abel微 分 ψが存在して ″.(′)ResaR

°′夕σ=ノbψ'εO=0 0r l,1≦ノ≦仏導も主しし」こ
れはいわゆる Abelの 定理に対応する。

η:Jflc,aR,z)→Jfl(■Z)を準同型で η(ん)=物 亀(D

+″′*Q*(′),η(B′)=π′亀o+%J*q*(′)[ε*(′)=1-ε (′),

ら,Clは πO,πlに 対応する rの 標 準 hOm010gy基

底,ま た有限個の ノを除いて 解J・I=%′*=0]な るもの

とする。 この時次の2つは同値 :(i)η を induceす

珈写il耳「Tlみ:llttj∫
′
な

(P)ИO―特異性 σ と第一種 ИO―Abel微 分 ψ とが存在

する。

特に ResaRO′
夕
σ∈Zな らざる σ につぃては, ″J・

X=

π′*=0,1≦ ノ≦gと なる解析的な ノ:R→ rは ない。

さらに,R上 の (第一種とは限らぬ)ИO―Able積 分が

精円積分に還元可能 (cf.〔1〕)であるための条件が,古典

論を含んだ形で得られる。

5。 文 献としては,次 を挙げるにとどめる:

〔1〕Krazer,A.:Lehrbuch der Thetaftnkti6nen

(Leipzig)。

〔2〕 Kusun6ki,Y.:函 数論 (東京)

〔3〕 Shiba,M.:Jo Math.Kyoto Univ.Vol.15(1975)

1972年 以前の文献については〔2〕に精しい。ごく最近の

ものとしては

〔4〕 Baskan,T.:Jo Math.Kyoto Univ。 16(1976)

〔5〕 Matsui,K.:Ibid.Vol.15(1975)及び tO appear

〔6〕 SainOuchi:Ibid.V01.14(1974)

〔7〕 Shiba,M.:Proc.Jap.Acad.

〔8〕 Watanabe.0:Jo Matho Kyoto Univ。 (tO ap‐

pear).

1 0月 5日

30。 佐 藤宏樹 (静岡大理)Eichler積 分に対する周

期等式の新 しい証明

Klein群に対する Eicher積分の周期関係式をTrans.

Amero Matho S∝。184に 於いて与えたが, ここでは

Gunningの 手法を導入することにより,そ の別証明を

与える。Gを 有限生成 Klein群,′ を Gの 単連結な成

分,Glを ′ を不変にするGの 部分群で,関 係式 Π鷹1

島
~14λ-lBス4λ=1を もつ ■1,31, ・̈,■9,βgに より生L成さ

れているものとする。以下の記号は上記論文参照。■,

ら を Eichler積分とし,σ(2)=′Fl(2)ω2(2)とおくと,
これは ′上の Abel微 分である。′ は単連結だから
ごS(2)=σ(2)な る Abel積 分 S(2)があり, あ る定数
σ(4),■∈Glに 対し S(42)=S(2)+′PA(⊃r2(2)一σ(■),
4∈Gを みたす。このとき,σ(40=σ い)+σC)一 ′PA(1)

為 (2)となり, これを使って若干計算をすれば,周 期等

式Σ鷹lσ6)一Σgョ′P(lI♂獄=0が得られる。ここで
島=島 ~142~1島42(1≦ λ≦g)。

31. 古沢治司 (金沢女子短大)0赤 座 暢 (金沢大理)

実一次変換群が discreteであるための必要条件
Ho Shimizuの 定理によれば Parabolicな変換 P=

(ll)と
y=(:,)(α″―bθ=1)か ら生成された群は 0く

lθl<1な らば nOt discreteでぁることが知られている。

他方 hyperbOlicばか りか ら成 る nOn_abelian real

groupは discreteである。 所が, ellipticを含む

nonabelian group についてはわかっていないように思

われる。ここではその点について述べる。

Eは Order(ν≧3)の ellipticな変換で E(0)=0と す

る。 y=(::)lα 12_lθ12=1と するとき,Eと アで生

成される群が diSCreteならば ε=0ま たは lθl≧1/ν覇

でなければならない。 このことから Fuchs tt Γが E

を含むならば,原 点を固定しない「の要素の iSOmetric

CirCleの半径はイ15ょ り小さいことがわかる。

32.田 中 博 (北大理)■ 次元空間での擬等角写像

について

Dを R"←≧2)の有界領域とし,κ を D内 の開球と

する。D一κ のコンパクト部分集合を ■ とする。Kと

■ を結ぶ D内 の曲線族の moduleを C(■)であらわす

とき,41→ C(4)は容量の性質を持つ,D一 κ の点 π と

υに対して,π とγをD内 で結ぶ曲線 Zの 容量 C(ι)

の Lに 関する下限を ご(π,υ)で あらわす。このときつ

ぎを示す。(1)α(π,7)は '一K上 の距離函数である。

佗)Dの 境界 ∂Dの 各点が局所連結な近傍系を持てば,
Dの ごに関する完備化 D*は _コンパク トである。(3)
'1と D2は (2)の仮定を満たすとする。もしノカ` Dlか

らD2の 上への擬等角写像ならば,ノ は Dl*か ら D2*

の上への位相写像へ拡張できる。

33。毛利政行 (阪大理)・柴田敬― (阪大教養)R3

の領域の最小擬等角写像について

R"o≧ 3)の 部分領域での擬等角写像論は最近十数年

の間に Gehring,Vttsala等の努力によって発展して※
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たが,極 値擬等角写像はあまり研究されて居らず,Ta‐

ariの論文以外には殆んど見当らないように思われる。

それらに関連して次の結果が得られたので報告する。定

理。み″ を R3の 閉区間とし夕 を Zか らZの 上ヘ

の同相写像で,4″ の境界をなす6個 の面を互に対応

させるもの全部から成る族とする。いま,maximal ou‐

ter dilatationぉょび maximal inner dilatationを同

時に最小にする写像を極値擬等角と呼ぶことにすれば,

夕 の中に極値擬等角写像がただ1つ存在して, それは

アファイン写像である。なお,こ の定理の ampliflcation

についても言及したい。

34.華 原 昭 (姫路工大)PSeudO‐ h01omorphic関

数のグラフ,複 素多様体化について

領域 D⊂ C"+1に おける Cl級 の微分方程式 a″′Эz′=

κ(2,″)a"′Эz′,lκ‖D=SupDlκ l<1の 非定数解 ″の通常

点 Pの ある近傍で κは κ=κ(″,″,″)|″=″←,つとかけ

る。κ(ω,″,″)は 点 (ω(の,の∈C"+1の ある近傍におい

て Cl級 で,Zに ついて反正則である。この事実を使う

と,Dで pSeudo‐holomorphic関 数 (上方程式 Cl級 の

解)″ のグラフ rか ら S={0,2)|″ =″(Z,″),Z:″

の非通常点}を 除いた集合 ΓOを ,「 0を 含む C"+1の

ある開集合Gに別の複素構造を入れて複素多様体 Gと し

この部分複素多様体 夕にできる。従っそ正則関数に類

似な性質が簡単に見 られ る。 特に, 非 線形 ∂"ノaz′=

K(″,",″)a″′Эz′,lκlc×D<1を みたすp.h.関 数 輌子の

存在は κ が 五×D,4:コ ンパクト集合 ⊂Clの 外で0

のとき Ahlfors―Bersの 結果から直ちにいえる)の グラ

フ 「 は C×Dの 部分複素多様体 Fに なる。局所議論

に限れば,上 記非線形の場合をベクトル値 ″∈C″(写像

D→ C")に 拡張出来る。このとき κ は 解×笏行列であ

る。

35.黒 川隆英 (広大理)ポ テンシャル論におけるあ

る種の集合の関連について

局所コンパクト空間 X上 の一般符号の Radon測 度全

体を ″(X),非負測度全体を 〃IX)で 表わすtG(π ,υ)

を非負下半連続核とし,μ∈M(X)の ポテンシャル Gμ,

μ,ν∈M(X)の 相互エネルギー (μ,ソ)を 定義できるとき

は次の式によって定義すなβバ→=∫Go初■0,
し,⇒=ルμ。)αν(→.Gはェネルギー原理を満たすと
し,′ ={μ∈M(χ);(μ,μ)<+∞ }と する。ある性質が

核 Gに 関する内容量 0, 外容量0を除いて成り立つと

きそれぞれ nearly everywhere(no e。),quaSi‐every‐

where(q.e.)に成り立つという。Xの 部分集合 Eが 次

の性質をもつ時,type O(type l)と呼ぶことにする。

即ちもし Gμ≧0(Gμ≧1)n,e.On tt μ∈′ ならば,つ

ねに Gμ≧0(Gμ≧1)q.e.On Eと なる|そ こで次の問

題を考える。type O,type lの 集合の関連はどうなる

か,あ るいはどのように特徴づけられるか。ここでは,

次の事を報告する。任意の開集合との共通部分が Capa_

citableになる集合をθ―Capacitableと呼ぶと,Dirichlet

spaceにおいては次の関係が成立する。θ―Capacitable→

type O⇔type l→capacitable。さらに一般の核に対して

はどうなるかということも興味ある問題と思われる。

36.水 田義弘 (広大理)・永井敏隆 (広大理)凸 関数

の劣微分のポテンシャル論的性質について

Gateaux微 分可能な凸関数のポテンシャル論的性質

について釧持一水田が論じてるが, ここでは必ず しも

Gateaux微 分可能 とは限らない凸関数のポテンシャル

論的性質を述べる。9を L2=L2(x;ξ)(X:局 所コンパ

クトHausdor“空間,ξ:非負 Radon測 度)か ら (―∞,

+∞ ]へ の下半連続な狭義凸関数で 9幸+∞ とする。

“∧υ=min{π,υ},″=max{%,0},09を9の劣微分と

する。gを X上 非負可測関数とした時, 次の(1)～(4)の

関係について述べる。

(1)ψ(%+(υ―π)+∧g)+ψ(υ―(υ―%)+∧g)≦9(“)+

ψ(υ)V“ ,υ(≡L2.

(2)The strOng principle of lower envelope。 ロロち,

πl∈Э9(“),υl∈Э9(υ)→9(“∧(υ+g))<∞  か つ 9(“∧

(υ+g)+の一ψ(π∧(υ+σ))≧■(πl∧υl)・ωごξ,Vω(≧0)
∈L2.

(3)The cOmplete ma対 mum principle.貝 口ち,%1∈

∂ψ(π) ,υl∈Э9 (υ) a n d  a r :非負可測 O n  x s . t . % 1∧υl

>几
ix91-の

(π―υ―g)+αξ=0→ π≦υ tt σ.

(4)“,υ∈L2,“≦υ+σ→(I十スa9)~1%≦ (rtt λa9)-lυ+

g(Vλ >0).

37. 水田義弘 (広大理)非 線形ポテンシャル列の収

東について

力(γ),γ>0を 非増加連続関数とし,R′ 上の関数 κ(π)

判 巾 が次の条件を満足しているものとする
∫Jく

κ(π)απ<∞,∫πKlκ(“)Cごπ<∞。ここに,1<g<∞。
夕=クノ(1-1),μ を R′上の非負測度とし, その非線形

ポテンシャル

砕 (π)=∫ κ("-7)〔ル
(υ-2)ごμ(Zザ

°・
しυ

とする。 また, 次の容量を考える :ボレル集合 ECR`

に対し″ル,p(E)=sup{μ(R`);μは非負測度でその台

Sμ⊂民 かつ 砕(π)≦l Vπ∈R`}。このとき次の定理を

うる。定理.{μ"}を非負測度の列で次の条件を満たす。
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(i)μ"→μ Vaguely as π→∞.(ii)Sμ"⊂F(固定され

たCOmpact集合)(lli){∫κ(π―υ)αμ,(ν)}はLCで有
界。 このとき, ボレル集合 ECRご で,啄ヵ,p(E)=0か

つ,lim“→∞砕椰(ω)=砕 (")(V“∈E)な るものが存在す

る。

38。田中秀松 (埼玉大理)重 調和空間における Ri¨

quier問題

り,プ)を R″の領域 ρ上の重調和空間,即 ち開集合

ιr⊂ρ に対 し ノ気び)は C(y)×C(υ)の 部分空間で

ノ ={ンク
(び)}は層をなし'ノ気υ)∋(%1,%2)は%1(")=

∫ηαμ″ω十∫Lごソ″。,%2(→=ル2αλ″ωで定まる(ω∈ωは
重正則集合,μ″ω,ツ=ω,ス=ωは aω 上の測度)。(ρ,プ )に

対 し μ″
ω
,ス=ωを調和測度にもつ調和空間 ′夕1,′/2が 定

まる。ρノ*,∠ノ,Γ′を (ρ,ノ ′)の Wienerコ ンパク ト化,

理想境界,調 和境界とする。今,問 題 (R):VrJ・∈C,(∠′)

に対 して,(%1,%2)∈ グ (ρ)で 「′上 %ノ=ん (ノ=1,2)な

る組 (%1,π2)を 求める :を考える。そのため (2,プ )の

Wiener組 の全体 Wを 定義する。Sl(")≧
∫

Sノμ″
ω+

∫
S2αν″ω,s2(π)≧

∫
S2αス″ω(V"∈ρ)を みたす下半連続組

(Sl,S2)の 全体を Sと し,有 界連続組 Crl,/2)に 対 し

W ( / 1 ,メ D = { ( S l , S 2 )∈ S : S′ ≧ J J・O n  ρ 一
埒 ,I (ノ 1 ,メD =一

W~(ィ1,ィ3)とおき,infw=supIな る組 Crl,ん)の全

体をWと かく。(I)1∈ Wr3∩ s名 の時。問題(R)は

(0,″D∈Wな る時に限り唯一解をもつ。但し″2は 1

の最大 ′/2~調和劣函数.更 にジFC)⊂ C2(ρ)x c2c),
ρCOc(1),1∈S4-P4を 仮定するとり,ノ′)に対応す

る方程式 AOヵ 定ヽまるが,特 に A① の係数がρ上連

続の時次を得る。 (Ⅱ)(0,″2)∈W⇔ =γ(π):ρ 上非負

r)庸 篤 胞 〕慮 /い

に 動 か2

39。 池上輝男 (阪市大理)調 和空間の可解完閉化に

おける正則境界点について

Xを Bauerの Strict harmonic spaceで定数が ha_

rlnonic とする。 Xの resolutive cornpactiflcation r

における regular boundary pointsを その extremal

propertyで 特徴づけることは前回と前々回の講演で報

告 した。今回は regularityは,(1)10Cal prOpertyであ

るか,9)barrierの 存在と同値であるか,の 2つ の問題

について考える。relatively compact open setsの場合

には(1),(2)共肯定されるが,res01utive compactincation

では一般には否定的である。

40。 山崎稀嗣 (岡山大工)無 限ネットワークの分類

N={乙 耽氏 γ}を 局所有限な無限ネットワー クとす

る。沙次(1<沙≦∞)のディリクレ積分 Dp(")が有限(台

が有限集合)で ある X上 の実数値関数の全体を D。)

(N)(ιO(X))と記す。Xの 空でない有限部分集合 ス に

対し,αpに,∞)=inf{DpO);“∈LO(X),■上で %=1}が

0に等しいとき,Ⅳ を '次 の放物型 という。定理 1.

N力 'p次 (1<沙<∞ )の放物型であるための必要十分条

件は,(1)1∈D∫の(Ⅳ),υ)D`)́(Ⅳ)=D。)(めのいずれか
が成 り立つこと。 ここで,D00)(N)は Dω)(N)におけ

る ノル ム E D , (π)十 1 % (πO ) |′] 1 / pに 関 す る L O ( X )の 閉 包 。

Ⅳ が ,次 の放物型となるための別の判定法は,p次 の

極値的距離と極値的巾によって与えられる。定理 2.Ⅳ

が ∞ 次の放物型であるための必要十分条件は,Xの 有

限部分集合からⅣの理想境界に至 るどの path上 での

グ(ν)の和も∞となること。定理 3.も し Nが '1次 の

放物型で pl<夕2な らば, Ⅳ は 夕2次 の放物型である。

41.阪 井 章 (阪大教養)C"に おける一様近似に

ついて

定理。C"の 集合 Sが ,Sの 近傍で定義されたある非

負強多重劣調和関数ρの零点集合であるとする。κが S

のコンパクト部分集合であれば,κ 上の任意の連続関数

はκの近くで正則な関数によって κ上一様に近似され

る。この定理は C"の 代りに,そ の複素部分多様体を考

えても同じように成り立つ。この結果は C"の 強擬凸領

域 Gに 対する peak interpolationの問題に応用され

る。その他,低 次元の複素構造を含む場合の近似定理や

Zと ノ(2)に よって生成される関数環に関する Merge‐

ljanの定理の多変数への拡張など,関連した結果につい

ても報告する。

42.藤 本坦孝 (名大教養)代 数的非退化有理型写像

の一意性について

C"か ら PⅣ(C)への二つの有理型写像,ノ,gに 対し,

ノ(C")C島,σ(C")⊂島,ソ(几島)=νO,轟 )を みたす一

般の位置にある P"(C)内の α個の超平面 義(1≦'≦4)

が存在するとする。ここで,ν(几島)等は,氏 がきめる

因子の ノによる C"へ のひきもどしとする。このとき,

P61ya‐Nevanlinnaの結果の拡張として,9≧ 3Ⅳ+2,且

つ ノ又は σカリト退化,即 ち,像 が PⅣ(C)内 のどんな

超平面にも含まれぬならば ノ=gで ある事を以前に発表

したが,こ こでは,こ れに関連して,次 の結果を報告す

る。定理.g≧ 2Ⅳ+3,か つ ノ又は gが 代数的非退化,

即ち,像 が PⅣ(C)内のどんな超曲面にも含まれぬなら

ば ノ≡g。又,c=2N+2の 場合,Ⅳ =2, 又 は3に対し

ては,上 述の代数的 非退化 な ノ,gに ついて, L。ノ=g

となる特別の型の射影一次変換 L:PⅣ(C)→PⅣ(C)が存

在する。証明は,BOrelの 定理を使って,代 数的な問題
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に帰着し,組 み合わせ論的な考察の積み重ねによる。

43.西 原 賢 (九大理)擬 凸領域の埋め込みについ

て

可分な Hilbert空間 〃上の不分岐擬凸領域(工9)に

対して,Xか ら ∬ の中への一対一正則写像 ノカ`存在

することを示す。

44.濃 野聖晴 (九大理)分 離正則性について

Dl,D2を 複素変数 Zl,22の原点を中′いとする円板 El,

E2を その実軸上の直径,ノ(21,22)をZ=■ ×D2∪ Dl×

場 で可測有界な関数で, 21∈島 または 22∈場 に対し

て ノは 22または 21の 関数 として D2ま たは '1で

正則であるとする。このときノは原点の近傍で正則な二

複素変数 Zl,Z2の関数に拡張される。この定理の証明は

Fo E.Browder〔Canadian Jo Math。13,650-656(1961)〕,

R.Ho Cameron―D.A.Stor宙 ck〔Trans.Amer.Math.

Soc。125,7-12(1966)〕,Jo SiCiak〔PraCe mathematyc‐

zne zeszyt 13,53-70(1969)〕おょび J.Gorski〔Prace

mathematyczne V,Katowice,33-40(1974)〕 によって

与えられた。最新の J.Gorskiの証明は Leiaの多項式

補題を用いた東欧風のもので斬新であるが残念ながら,

αν(2)の正貝J性の証明において数学上の誤まりを含んで

いる。本講演では,そ の証明を完全にするとともに,梶

原 〔複素関数論,森 北 (1968)〕の65頁の分解定理と,

Lejaの多項式補題を用いた更に別の証明も与える。

45。宮城光広 (九大理)BanaCh空 間値偏微分方程

式系の正則解について

■,ρ2,・・・,ρ"を 複素平面の単連結領域,β を複素

BanaCh空 間,L(0を Bの 連続な自己準同型の全体と

し,ん ル(π),ん (π)を それぞれ a× ρ2×…×ρ"ょ り

L(3)及び Bの 中への解析写像とする。Bに 値をもつ偏

微分方碍式系 a%′ノЭ"′
弓ュ

A′力%ル+4′ (ノ=1,2,¨プ )に

っぃて,Goursatの 問題の正則解及びその積分表示,正

則な周期解,係 数 A′■またの特異点の近傍で一価正則

な解について議論する。

46.渡 辺公夫 (筑波大)On certain rational dou‐

ble points in dilnension>2

Artinの 考察 した有理二重点が2次 の特殊 unitary

群 Sy(2)の有限部分群 Ⅳ による C2の 商特異点である

ということに着日して,高 次元の有理二重点の具体例を

挙げる。このⅣは鏡映拡大を持っている,即 ち,unitary

群 び(2)の部分群 Gで ぁって,鏡 映から生成される群

Gが 存在して Gハ隆Z2と なる。これにより,二 重点で

あることは C2′Ⅳ→c2ノGttC2が 二重被覆であること,

また有理点であることは商特異点であることに起因して

いると考えられる。一方,Bumsに より有理性の概念は

高次元へと一般化され,Lauferの 方法により,高 次元

の商特異点の有理性が示された。以上のことから,我 々

は以下の定理を得る一―Gを υO)の有限部分群であっ

て鏡映から生成されているものとする。Gの 交代部分群

を Nと する。このとき C"′Nは C"の 原点に対応する

点 夕を有理二重点として持つ一―.Coxeter群 は定理

の仮定を満たす群の好個の例である。また,rc"/G,沙は

Gorenstein環である。

47.赤 堀隆夫 (京大理) Intrinsic fomula for

Kuranishi'sa′.

倉西によって孤立特異点の Versal‐familyの存在が,

証明された。証明は,孤 立特異点の近傍:とその点の Sp‐

hereと の共通点 (real奇数次元の C∞―manifold)の

pseudo‐complex structureの変形としてとらえるので

ある。筆者は,逆に abstractにFeal奇数次元のpseudo‐

complex structureに対しその変形に対する微分方程式

(integrableになるための)と ,倉 西のいくつかの公式,

これらは,倉 西によって coordinateを,作 って証明さ

れた。そして,非 常にややこしい計算が,必 要であった

が,筆 者は,intrinsicに定義することによって,非常に

スッキリしたものになることを示した。

特 別  講  演

野口潤次郎 (広大理) MeromOrphic Mappings

into a Malsezon Space。

1.Mを π次元のコンパク ト複素多様体 とし,Ⅳ を

π(1≦%≦″)次元の複素多様体,Sを Nの thinな解析

的集合とする。次の問題を考える :

0暉運よごξ彗塁墾離`lttξ∬ア
Ⅳ全

K o b a y a s h i (π= 1 ) , K o b a y a s h i―O c h i a i (π=笏) , C a r l _

SOnO≦ の 等は ″ 上の正則 π―型式のベクトル束 ρ(π)

が正 "← )>0)な らば (P)が 成立することを示した。

更に π=物 の時には ″ が一般型でも(P)が成立するこ

とを Kodairaは示した。 “一般型
"は bimeromorphi‐

cally invariant ブビカ` “ρ(″)〓Kレ>0" ヤま biholomor‐

phically invariantでぁる。

ここでは問題(P)を特に π<zの 時に, bimeromor¨

phically invariantな条件のもとで考えたい。
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″上に erective divisOr Dで
撃
m di■Γ(ME力D])ル"

>0な るものが存在す るとし (必然的に ″ は Moise‐

ZOn),次 の条件を考える :

0[「1堪肌覇品r.躙
注.π=%の 時 (C)‐

“一般型
".

命題.条 件(C)は bimerOmOrphically invariant.

定義。MOiSezon space Xが(c)を満すとは,そ の非

特異モデル χが(C)を満すこと。これは 'の とり方に

よらない。

定理.MOiSezon space Xは (c)を満すとする。問題

(P)は ′:Ⅳ一S→Xが 代数的非退化ならば成立する。

注。わ P"-1(C)の 時もあるから代数的非退化性は必

要.

2(応 用)。ここでは第一節の結果の応用を与える。ν

を非特異複素射影的代数多様体,Dを ″ 上の Very

ample di宙sor,条 件(C)が ′を十分大きくとった時,
Vπ∈″ で成立とする。これはDの とり方に依らず,ρ(%)

の性質であることが分る。Ⅳ を π次元コンパクト複素

多様体,ノ =y:Ⅳ →″;rank πの有理型写像}とする。

有理型写像 几 :Ⅳ→″ 力ヽノ:Ⅳ→″ にπ―convergent

とは gr:″ →PⅣ(物,…,″Ⅳ)embeddingが ぁって
VZ∈Ⅳ Iこ対し anbd。,ofz s.t.υ 内で表現 r。几=

(αν。,・・・,ανⅣ),r。メ=(αO,…,α″)が あつて各 αν′→α′υ

【広義一様収束する。ここで表現が “reduced"で ある

ことは求めない。

定理.多 ′は ″―nOrmal,っ ま り V{几}⊂形 は 物―

convergentな 部分的 {几"}を もつ。更に極限も ″rに

入る。

これは υイ が
“コンパク ト

"で
あることを示している

が,一 般的に ″―convergenceは 正確な意味で位相を定

義 していないようなので,こ の点をはっきりさせよう。

次のようにおく。

rO=「 (4s′ρ(π)●E―D])Θ F(〃 :ED]),Fl=r(二

rⅣ)τ:υ〃∋ノ|→ノ*∈働″(「0,Fl)一{o}, 自然にγ:
ノ →Pra%(「 0,Fl)。

定理.i)τ と τは injection.ii)τ(ノ〃),τ(ノ〃)は共

にコンパク ト集合.面 )次 の三つは同値,(a)几→ノし―

convergent), o)τ(几)→τσ)in助 ″(「0,Fl), “)7

(几)→τσ)in PHO″ (「0,Fl)。従ってτ(υ〃)∋τ(のl→

τσ)∈τ(ノ)は 連続写像.

時間が不足していますので,講 演者は講演時間を厳守して下さい。
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